
(57)【要約】

　　【課題】　ノック部、並びに、スライダー、押棒が

一体の部品となっており、その部品が筒体内に配置され

ているものの、その部品と筒体とのクリアランスによっ

てガタが発生してしまっていた。特に使用時にあっては

、押棒に転写面からの反力が作用し、前記のガタが顕著

となり、転写作業が煩わしいものとなってしまっていた

。

　また、不使用時（押棒収納時）においても、前記のガ

タが発生してしまい、その結果、修正塗料転写テープが

弛み、次の使用時に支障を来してしまっていた。

　　【解決手段】　外ケース内に塗膜転写用ヘッドを出

没可能に配置した出没式塗膜転写具であって、前記外ケ

ース内に塗膜転写用ヘッドが配置された塗膜転写具本体

を前後動可能に配置すると共に、その塗膜転写具本体に

レールを形成し、そのレールが摺動する溝部を前記外ケ

ースに設置した出没式塗膜転写具。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド を 出 没 可 能 に 配 置 し た 出 没 式 塗 膜 転 写 具 で あ っ て 、 前 記 外
ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド が 配 置 さ れ た 塗 膜 転 写 具 本 体 を 前 後 動 可 能 に 配 置 す る と 共 に
、 そ の 塗 膜 転 写 具 本 体 に レ ー ル を 形 成 し 、 そ の レ ー ル が 摺 動 す る 溝 部 を 前 記 外 ケ ー ス に 設
置 し た こ と を 特 徴 と す る 出 没 式 塗 膜 転 写 具 。
【 請 求 項 ２ 】
外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド を 出 没 可 能 に 配 置 し た 出 没 式 塗 膜 転 写 具 で あ っ て 、 前 記 外
ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド が 配 置 さ れ た 塗 膜 転 写 具 本 体 を 前 後 動 可 能 に 配 置 す る と 共 に
、 そ の 塗 膜 転 写 具 本 体 に 溝 部 を 形 成 し 、 そ の 溝 部 が 摺 動 す る レ ー ル を 前 記 外 ケ ー ス に 設 置
し た こ と を 特 徴 と す る 出 没 式 塗 膜 転 写 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド を 出 没 可 能 に 配 置 し た 出 没 式 塗 膜 転 写 具 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 １ 例 と し て 、 特 開 平 ６ － ５ ５ ８ ９ ５ 号 公 報 に 記 載 の 字 消 し 具 （ 塗 膜 転 写 具 ） を 挙 げ 説 明
す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 字 消 し 具 は 、 未 使 用 の 修 正 塗 料 転 写 テ ー プ を 巻 装 す る 供 給 リ ー ル と 、 こ の 修 正 塗 料
転 写 テ ー プ を 介 し て 一 体 に 連 続 し 、 使 用 後 の 修 正 塗 料 転 写 テ ー プ を 巻 取 る 巻 き 上 げ リ ー ル
を 回 転 自 在 に 内 部 に 保 持 す る 筒 体 と 、 こ の 筒 体 の 後 方 よ り 出 入 自 在 と な る ノ ッ ク 部 を 有 し
、 ス プ リ ン グ の 弾 性 を 以 て 、 先 端 に 、 筒 体 内 を 誘 導 ピ ン を も っ て 案 内 さ れ る 修 正 塗 料 転 写
テ ー プ を 、 ノ ッ ク 部 の 押 圧 に よ り 、 筒 体 の 先 端 の 開 口 か ら 突 出 さ せ て な る 押 棒 を 配 設 し て
な る ス ラ イ ダ ー か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 更 に 詳 述 す る 。 前 記 筒 体 内 に は 、 修 正 塗 料 転 写 テ ー プ が 巻 回 さ れ た 供 給 リ ー ル と 、 使 用
さ れ た 修 正 塗 料 転 写 テ ー プ を 巻 き 取 る 巻 き 上 げ リ ー ル が 配 置 さ れ て い る が 、 前 記 修 正 塗 料
転 写 テ ー プ は 、 誘 導 ピ ン を 介 し て 巻 き 上 げ リ ー ル に 巻 き 取 ら れ る 。 ま た 、 筒 体 に は 、 ス プ
リ ン グ に よ っ て 後 方 に 付 勢 さ れ た ノ ッ ク 部 が 前 後 動 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 そ の ノ ッ ク 部
に は ス ラ イ ダ ー が 固 定 さ れ て お り 、 そ の ス ラ イ ダ ー の ほ ぼ 中 央 部 に は 巻 き 上 げ 爪 が 揺 動 自
在 に 軸 支 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ の 巻 き 上 げ 爪 は 前 記 巻 き 上 げ リ ー ル に 固 定 さ れ て い る ギ
ヤ に 噛 合 し て い る 。 ま た 、 前 記 ス ラ イ ダ ー の 前 方 に は 、 押 棒 が 配 設 さ れ て お り 、 前 記 ノ ッ
ク 部 を 押 圧 す る こ と に よ っ て 押 棒 が 前 進 し 、 そ の 押 棒 の 前 進 に よ っ て 前 記 修 正 塗 料 転 写 テ
ー プ が 筒 体 の 開 口 か ら 突 出 し 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 次 ぎ に 、 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 印 刷 物 等 の 誤 字 を 修 正 し よ う と す る 場 合 に は 、 筒
体 の 先 端 を 修 正 し た い 箇 所 に 当 接 さ せ た 状 態 で 、 ノ ッ ク 部 を 押 圧 操 作 す る と 、 こ の ノ ッ ク
部 に 固 定 さ れ て い る ス ラ イ ダ ー が 前 方 へ ス プ リ ン グ を 圧 縮 し な が ら 押 勢 す る 。 こ の 時 、 こ
の ス ラ イ ダ ー に 揺 動 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 巻 上 げ 爪 は 、 巻 き 上 げ リ ー ル と 同 一 軸 上 に 固 定
さ れ て い る ギ ア に 対 し て 巻 き 上 げ 方 向 の み に 噛 合 し て い る た め 、 巻 き 上 げ リ ー ル は 回 転 せ
ず 、 ス ラ イ ダ ー は そ の ま ま 前 進 す る 。 そ し て 、 こ の ス ラ イ ダ ー の 先 端 に 配 設 さ れ て い る 押
棒 は 誘 導 ピ ン に 案 内 さ れ な が ら 前 進 し 、 未 使 用 の 修 正 塗 料 転 写 テ ー プ の 裏 面 を 押 圧 す る 。
更 に 押 棒 が 前 進 す る と 筒 体 の 開 口 か ら 未 使 用 の 修 正 塗 料 転 写 テ ー プ が 突 出 し 、 こ の 筒 体 の
先 端 の 開 口 よ り 突 出 し た 前 記 未 使 用 の 修 正 塗 料 転 写 テ ー プ の 表 面 の 修 正 塗 料 膜 に よ っ て 、
前 記 修 正 し た い 個 所 に あ る 誤 字 等 が 被 覆 さ れ 、 修 正 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 修 正 後 は 、 筒 体 後 方 の ノ ッ ク 部 を 離 す と 、 圧 縮 さ れ て い た ス プ リ ン グ の 弾 性 に よ
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り 、 ノ ッ ク 部 が 後 方 へ 移 動 す る 。 そ れ と 同 時 に ノ ッ ク 部 に 固 定 さ れ て い る ス ラ イ ダ ー 、 ス
ラ イ ダ ー の 先 端 に 配 設 さ れ て い る 押 棒 と 共 に 筒 体 の 先 端 の 開 口 よ り 突 出 し て い る 使 用 済 み
の 修 正 塗 料 転 写 テ ー プ が 後 方 へ 移 動 さ れ 、 筒 体 内 部 に 没 入 さ れ る 。 こ の 時 、 筒 体 内 を 後 方
に 移 動 す る ス ラ イ ダ ー に 揺 動 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 巻 き 上 げ 爪 は 、 巻 き 上 げ リ ー ル に 固 定
さ れ て い る ギ ヤ の 間 に 噛 合 が 起 こ る た め 、 巻 き 上 げ リ ー ル が 巻 き 上 げ 方 向 に 回 転 す る 。 こ
の 動 作 に よ り 、 供 給 リ ー ル よ り 新 た な 修 正 塗 料 転 写 テ ー プ が 引 き 出 さ れ 、 次 回 の 使 用 に 対
し て の 準 備 が な さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ５ ５ ８ ９ ５ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ １ ３ 第 ２ 行 目 ～ 段 落 ０ ０ １ ７ 第 １
８ 行 目 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 上 記 従 来 技 術 に あ っ て は 、 ノ ッ ク 部 、 並 び に 、 ス ラ イ ダ ー 、 押 棒 が 一 体 の 部 品
と な っ て お り 、 そ の 部 品 が 筒 体 内 に 配 置 さ れ て い る も の の 、 そ の 部 品 と 筒 体 と の ク リ ア ラ
ン ス に よ っ て ガ タ が 発 生 し て し ま っ て い た 。 特 に 使 用 時 に あ っ て は 、 押 棒 に 転 写 面 か ら の
反 力 が 作 用 し 、 前 記 の ガ タ が 顕 著 と な り 、 転 写 作 業 が 煩 わ し い も の と な っ て し ま っ て い た
。
　 ま た 、 不 使 用 時 （ 押 棒 収 納 時 ） に お い て も 、 前 記 の ガ タ が 発 生 し て し ま い 、 そ の 結 果 、
修 正 塗 料 転 写 テ ー プ が 弛 み 、 次 の 使 用 時 に 支 障 を 来 し て し ま っ て い た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド を 出 没 可 能 に 配 置 し た 出 没 式 塗 膜 転 写 具 で あ
っ て 、 前 記 外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド が 配 置 さ れ た 塗 膜 転 写 具 本 体 を 前 後 動 可 能 に 配
置 す る と 共 に 、 そ の 塗 膜 転 写 具 本 体 に レ ー ル を 形 成 し 、 そ の レ ー ル が 摺 動 す る 溝 部 を 前 記
外 ケ ー ス に 設 置 し た こ と を 第 １ の 要 旨 と し 、 と 外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド を 出 没 可 能
に 配 置 し た 出 没 式 塗 膜 転 写 具 で あ っ て 、 前 記 外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド が 配 置 さ れ た
塗 膜 転 写 具 本 体 を 前 後 動 可 能 に 配 置 す る と 共 に 、 そ の 塗 膜 転 写 具 本 体 に 溝 部 を 形 成 し 、 そ
の 溝 部 が 摺 動 す る レ ー ル を 前 記 外 ケ ー ス に 設 置 し た こ と を 第 ２ の 要 旨 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド を 出 没 可 能 に 配 置 し た 出 没 式 塗 膜 転 写 具 で あ
っ て 、 前 記 外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド が 配 置 さ れ た 塗 膜 転 写 具 本 体 を 前 後 動 可 能 に 配
置 す る と 共 に 、 そ の 塗 膜 転 写 具 本 体 に レ ー ル を 形 成 し 、 そ の レ ー ル が 摺 動 す る 溝 部 を 前 記
外 ケ ー ス に 設 置 し た こ と を 第 １ の 要 旨 と し 、 と 外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド を 出 没 可 能
に 配 置 し た 出 没 式 塗 膜 転 写 具 で あ っ て 、 前 記 外 ケ ー ス 内 に 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド が 配 置 さ れ た
塗 膜 転 写 具 本 体 を 前 後 動 可 能 に 配 置 す る と 共 に 、 そ の 塗 膜 転 写 具 本 体 に 溝 部 を 形 成 し 、 そ
の 溝 部 が 摺 動 す る レ ー ル を 前 記 外 ケ ー ス に 設 置 し た こ と を 第 ２ の 要 旨 と し て い る た め 、 転
写 作 業 を 容 易 に 、 且 つ 、 確 実 に 行 う こ と が で き る
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ５ に 示 し 、 詳 細 に 説 明 す る 。 塗 布 転 写 具 本 体 ７ の 側 壁 で
あ っ て 前 方 近 傍 と 中 間 部 近 傍 に は 、 レ ー ル ７ ａ が 一 体 形 成 さ れ て い る 。 そ の 中 間 部 近 傍 に
位 置 す る 中 間 レ ー ル ７ ａ は 、 間 隔 を 形 成 し て 対 向 す る ２ 箇 所 に 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 前
ケ ー ス １ の 内 面 に は 、 前 記 各 々 の レ ー ル ７ ａ に 対 応 し て 溝 部 １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し
て 、 そ の 溝 部 １ ａ に 前 記 レ ー ル ７ ａ が 摺 動 自 在 に 嵌 り 込 ん で い る の で あ る 。 即 ち 、 そ の 溝
部 １ ａ は 、 レ ー ル ７ ａ の ガ イ ド と な っ て い る の で あ る 。
　 又 、 前 記 前 ケ ー ス １ の 後 部 に は 、 後 ケ ー ス ２ が 接 続 さ れ て い る が 、 そ れ ら は 互 い に 着 脱
可 能 な も の と な っ て い る 。 具 体 的 に 説 明 す る と 、 前 記 前 ケ ー ス １ の 後 部 側 面 に は 穴 部 １ ｂ
が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 穴 部 １ ｂ に 前 記 後 ケ ー ス ２ に 形 成 さ れ た 突 起 部 ２ ｃ が 係 合 し て い
る 。 こ の 突 起 部 ２ ｃ を 内 方 に 押 圧 変 形 せ し め る こ と に よ っ て 前 記 係 合 状 態 を 解 除 し 、 前 ケ

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-168450 A 2007.7.5



ー ス １ と 後 ケ ー ス ２ と を 分 離 さ せ る の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ の 後 方 に は 、 ノ ッ ク ３ が 連 結 ・ 配 置 さ れ て お り 、 そ の ノ ッ ク ３ は
、 前 記 後 ケ ー ス ２ の 後 端 部 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 ２ ｂ か ら 突 出 し て い る 。 又 、 前 記 ノ ッ ク ３
の 外 周 面 ３ ｂ は 、 貫 通 孔 ２ ｂ の 内 周 面 と 摺 接 し て お り 、 ほ と ん ど ク リ ア ラ ン ス の な い も の
と な っ て い る が 、 摺 動 自 在 な も の と な っ て い る 。 即 ち 、 ノ ッ ク と 貫 通 孔 と の ガ タ を 極 力 防
止 し て い る の で あ る 。
　 前 記 ノ ッ ク ３ の 後 方 に は 、 頭 冠 ４ が 被 覆 さ れ て お り 、 そ の 頭 冠 ４ を 被 覆 す る こ と に よ っ
て 該 部 分 を 押 圧 し や す い も の と し て い る 。 頭 冠 ４ を ゴ ム 状 部 材 で 形 成 し て も 良 く 、 押 圧 す
る 指 に 対 す る 感 触 を よ り 一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 ノ ッ ク ３ の 中 間 部 分 に は 、 長 穴 部 ３ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 長 穴 部 ３ ａ
に は コ 字 形 で 、 且 つ 、 弾 性 変 形 が 可 能 な 係 止 部 材 ５ が 遊 挿 さ れ て い る 。 そ の 係 止 部 材 ５ に
は ボ タ ン 部 ５ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 後 ケ ー ス ２ に 形 成 さ れ た 穴 部 ２ ａ に 係 合 し て い る
。 即 ち 、 そ の ボ タ ン 部 ５ ａ は 係 止 部 材 ５ に よ っ て 内 方 に 向 け て 押 圧 が 可 能 な も の と な っ て
い る 。 又 、 前 記 長 穴 部 ３ ａ の 内 壁 部 に は 係 合 爪 ３ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 係 合 爪 ３ ｃ は
係 止 部 材 ５ に 形 成 さ れ た 係 止 突 起 部 ５ ｂ に 係 合 し て い る 。
　 一 方 、 前 記 前 ケ ー ス １ の 前 方 内 部 と 塗 布 転 写 具 本 体 ７ と の 間 に は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ な
ど か ら な る 弾 撥 部 材 ６ が 介 在 さ れ て お り 、 互 い を 離 隔 す る 方 向 に 作 用 し て い る 。 つ ま り 、
弾 撥 部 材 ６ は 、 常 に 、 圧 縮 状 態 に あ る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 前 記 ノ ッ ク ３ を 押 圧 操 作 す る と 連 結 さ れ て い る
塗 膜 転 写 具 本 体 ７ が 弾 撥 部 材 ６ の 弾 撥 力 に 抗 し な が ら 、 又 、 レ ー ル ７ ａ に よ り 前 記 前 ケ ー
ス の 溝 部 １ ａ に 沿 っ て 案 内 さ れ な が ら 前 方 へ 移 動 す る 。 し か し 、 前 記 係 止 部 材 ５ は そ の ボ
タ ン 部 ５ ａ が 前 記 後 ケ ー ス ２ の 穴 部 ２ ａ に 挿 着 さ れ て い る た め 移 動 し な い 。
　 こ こ で 、 更 に 、 前 記 ノ ッ ク ３ の 押 圧 操 作 を 進 め る と 長 穴 部 ３ ａ に 形 成 さ れ て い る 係 合 爪
３ ｃ が 係 止 突 起 部 ５ ｂ に 当 接 し 、 コ の 字 型 の 係 止 部 材 ５ が バ ネ 性 を 持 ち な が ら 変 形 し 始 め
る 。 こ こ で 、 前 記 係 止 突 起 部 ５ ｂ が そ の 斜 面 に 沿 っ て ノ ッ ク ３ の 係 合 爪 ３ ｃ の 下 方 に も ぐ
り 込 み 、 通 過 す る 。 こ の 通 過 と 同 時 に 、 係 止 部 材 ５ が 元 の 状 態 に 復 元 し 、 係 止 突 起 部 ５ ｂ
が 係 合 爪 ３ ｃ に 係 合 ・ 係 止 す る 。 こ れ で 、 前 記 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ の 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド ７ ｄ
が 前 記 前 ケ ー ス １ か ら 突 出 さ れ た 状 態 と な る 。 こ こ で 、 ノ ッ ク ３ の 押 圧 操 作 を 解 除 す る が
、 係 止 突 起 部 ５ ｂ が 係 合 爪 ３ ｃ に 係 止 さ れ て い る た め 、 前 記 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ の 弾 撥 部 材
６ の 弾 撥 作 用 に よ る 後 退 が 阻 止 さ れ 、 そ の 結 果 、 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド ７ ｄ の 突 出 状 態 が 維 持
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 使 用 が 可 能 な 状 態 と な る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 使 用 後 、 前 記 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ の 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド ７ ｄ を 前 記 前 ケ ー ス １ 内 に 収 納 さ せ
た い 場 合 は 、 前 記 係 止 部 材 ５ の ボ タ ン 部 ５ ａ を 押 圧 す る 。 こ の 押 圧 操 作 に よ っ て 、 前 記 係
止 部 材 ５ の 係 止 突 起 部 ５ ｂ が 押 し 下 げ ら れ 、 前 記 ノ ッ ク ３ の 係 合 爪 ３ ｃ と 前 記 係 止 部 材 ５
の 係 止 突 起 部 ５ ｂ の 係 止 状 態 が 解 除 さ れ る 。 こ の 解 除 動 作 と 同 時 に 、 前 記 弾 撥 部 材 ６ の 付
勢 力 に よ っ て 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ が ノ ッ ク ３ と 共 に 後 方 へ 移 動 し 、 こ の 後 退 移 動 に よ っ て 前
記 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド ７ ｄ も 後 方 へ 移 動 し 、 再 び 前 ケ ー ス １ 内 に 収 納 さ れ る 。 こ れ に よ り 使
用 で き な い 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 前 記 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ を 交 換 す る 場 合 に は 、 前 記 後 ケ ー ス ２ の 突 起 部 ２ ｃ を 内
方 に 向 け て 押 圧 し 、 前 記 前 ケ ー ス １ の 穴 部 １ ｂ と の 係 合 状 態 を 解 除 す る 。 そ の 解 除 に よ っ
て 、 前 ケ ー ス １ と 後 ケ ー ス ２ が 分 離 し 、 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ を 取 り 出 す こ と が で き る 。 次 い
で 、 新 た な 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ を 、 分 離 さ れ て い る 前 ケ ー ス １ か 或 い は 、 後 ケ ー ス ２ に 挿 着
し 、 再 び 、 前 ケ ー ス １ と 後 ケ ー ス ２ を 連 結 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 尚 、 前 記 実 施 例 に お い て は 、 出 没 機 構 の １ 例 と し て ノ ッ ク 式 で ボ タ ン に よ り 解 除 ・ 収 納
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す る 機 構 を 採 用 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 例 え ば 、 デ ビ ッ ト カ ム 機 構 や 単
な る ス ラ イ ド 機 構 で あ っ て も 良 く 、 使 用 時 の 筆 圧 に よ っ て 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド ７ ｄ が 後 退 し
て し ま う な ど 、 使 用 に 差 し 支 え な い 構 造 、 並 び に 、 材 質 で あ れ ば 適 宜 選 択 が 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 前 記 弾 撥 部 材 ６ は コ イ ル ス プ リ ン グ を 例 示 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と な
く 、 板 状 の バ ネ 部 材 で あ っ て も 良 く 、 ウ レ タ ン ゴ ム や シ リ コ ー ン ゴ ム な ど の ゴ ム 部 材 で あ
っ て 良 く 、 圧 縮 ・ 弾 撥 作 用 を 有 す る 部 材 で あ る な ら ば 、 そ の 形 状 や 材 質 は 適 宜 選 択 が 可 能
で あ る 。
　 更 に 、 本 実 施 例 で は 弾 撥 部 材 ６ を 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ の 前 方 に 設 置 し て い る が 、 塗 膜 転 写
具 の 全 長 を 短 く す る た め で あ っ て 、 塗 膜 転 写 具 の 大 き さ な ど に 制 約 が な け れ ば 弾 撥 部 材 ６
を 後 方 に 設 置 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 尚 、 本 実 施 例 で は 、 環 境 を 考 慮 し て 塗 膜 転 写 具 本 体 を 交 換 が 可 能 な も の と し て い る が 、
塗 膜 転 写 具 本 体 の 交 換 が で き な い よ う な 構 造 に 採 用 し て も 良 い 。 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 塗
膜 転 写 具 本 体 ７ に レ ー ル ７ ａ 、 前 ケ ー ス １ に 溝 部 １ ａ を 形 成 し 、 互 い に 発 生 す る ガ タ を 防
止 し て い る が 、 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ に 溝 部 、 前 ケ ー ス １ に レ ー ル を 設 置 し て も 良 い 。
　 更 に 本 実 施 例 で は 、 方 向 性 が あ る 塗 膜 転 写 具 の た め 、 前 記 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ の レ ー ル ７
と 前 記 前 ケ ー ス １ の 溝 部 １ ａ の 断 面 形 状 を 上 下 左 右 方 向 の ガ タ に 対 し て 適 し た 形 状 を 採 用
し て い る 。 即 ち 、 頂 部 ７ ｂ と 側 面 に 平 面 部 ７ ｃ を 有 す る 突 状 と な っ て い る 。 尚 、 前 記 の 形
状 に 捕 ら わ れ る こ と な く 、 頂 部 や 側 面 を 円 弧 と す る ボ ー ル 状 や 、 多 角 形 状 で も 良 く 、 或 い
は 、 半 円 板 形 の タ イ ヤ 状 で あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 出 没 式 塗 膜 転 写 具 収 納 時 の 一 実 施 例 切 断 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 出 没 式 塗 膜 転 写 具 出 没 時 の 切 断 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 出 没 式 塗 膜 転 写 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 出 没 式 塗 膜 転 写 具 の 前 ケ ー ス １ の 切 断 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 出 没 式 塗 膜 転 写 具 の 塗 膜 転 写 具 本 体 ７ の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ 　 　 　 前 ケ ー ス
　 １ ａ 　 　 溝 部
　 １ ｂ 　 　 穴 部
　 ２ 　 　 　 後 ケ ー ス
　 ２ ａ 　 　 穴 部
　 ２ ｂ 　 　 貫 通 孔
　 ２ ｃ 　 　 突 起 部
　 ３ 　 　 　 ノ ッ ク
　 ３ ａ 　 　 長 穴 部
　 ３ ｂ 　 　 外 周 面
　 ３ ｃ 　 　 係 合 爪
　 ４ 　 　 　 頭 冠
　 ５ 　 　 　 係 止 部 材
　 ５ ａ 　 　 ボ タ ン 部
　 ５ ｂ 　 　 係 止 突 起 部
　 ６ 　 　 　 弾 撥 部 材
　 ７ 　 　 　 塗 膜 転 写 具 本 体
　 ７ ａ 　 　 レ ー ル
　 ７ ｂ 　 　 頂 部
　 ７ ｃ 　 　 平 面 部
　 ７ ｄ 　 　 塗 膜 転 写 用 ヘ ッ ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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